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Manipulation of a Schrödinger-cat state in a resonator using a qubit 
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量子ビット－共振器結合系は、様々な量子デバイスに向けて研究されており重要である。我々

は、量子 Rabiモデルと呼ばれる次のハミルトニアン 

で記述される量子ビット－共振器結合系（ℏ, ℏ, ℏgはそれぞれ量子ビット、共振器、結合のエ

ネルギー、x, y, zは Pauli行列、a†, aはそれぞれ生成、消滅演算子）において、共振器に結合した

量子ビットを操作することによる、共振器中のシュレディンガー猫状態の制御手法を提案する[1]。

この手法は、シュレディンガー猫状態の高速生成、増幅、リフォーカシング等への利用が考えら

れ、原理的には、結合の強さによらず様々な量子ビット－共振器結合系に適用可能である。Fig. 1

に、(a)初期状態（基底状態）、(b)増幅後、(c)自由発展後、(d)リフォーカシングパルスありでの時

間発展後の共振器状態をWigner関数で示す。 

Figure 1: Cat-state amplification and rephasing. The oscillator states are shown in Wigner functions. The 

system parameters are / = 0.1, g(0)/ = 0.833, and T = 2.  
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